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予
算
の
特
徴

予
算
の
特
徴

特集

23億1,620万円（5.5%）

　

一
般
会
計
の
予
算
額
は
、
４
１
９
億

９
２
０
０
万
円
。
昨
年
の
当
初
予
算
は

市
長
選
を
控
え
て
い
た
こ
と
に
よ
る
骨

格
編
成
だ
っ
た
た
め
、
肉
付
け
し
た
後

の
６
月
補
正
後
と
比
較
す
る
と
、
14
億

５
０
１
１
万
円
（
３
・
３
％
）
を
減
額

し
た
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

  

財
源
不
足
に
対
処

　

ま
ず
行
財
政
改
革
の
推
進
を
柱
と
す

る
徹
底
し
た
歳
出
の
見
直
し
と
削
減
を

行
い
、
事
業
の
選
択
と
集
中
に
よ
り
、

メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
編
成
に
努
め
ま

し
た
。

  

総
合
計
画
の
推
進
と
行
革
効
果

　

厳
し
い
財
政
の
下
、
第
４
次
総
合
計

画
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
務
事
業
を
優
先

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
財
政
改
革
の
効
果
の
一
部

を
「
し
あ
わ
せ
枠
」
と
し
て
子
育
て
や

教
育
な
ど
の
ソ
フ
ト
事
業
に
配
分
し
ま

し
た
。

◆
地
方
交
付
税 

６
億
６
０
０
万
円

（
５
・
２
％
）、
地
方
譲
与
税
等
７
億

９
２
５
６
万
円 （
25
・
５
％
）
減
な

ど
の
大
幅
な
減
額

◆
国
か
ら
の
税
源
移
譲
に
よ
り
、
市
税

は
12
億
５
８
６
６
万
円
（
10
・
３
％
）

増
額
の
見
込
み

◆
財
源
不
足
の
た
め
、
財
政
調
整
基
金

等
の
貯
金
10
億
５
０
６
４
万
円
を
取

り
崩
し

◆
歳
出
の
徹
底
的
な
見
直
し
、
事
業
の

選
択
と
集
中
に
よ
り
予
算
を
編
成

◆
人
件
費
は
３
億
５
８
２
２
万
円 

（
４
・
４
％
）
減
額

　

40
人
程
度
の
退
職
に
対
し
、
15
人
程

度
の
採
用
に
と
ど
め
た
こ
と
や
給
与

抑
制
の
取
り
組
み
が
反
映
し
て
い
ま

す
◆
性
質
別
歳
出
で
は
、
普
通
建
設
事
業

費
、
補
助
費
等
、
繰
出
金
以
外
は
減

額

　

普
通
建
設
事
業
費
は
、
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
事
業
な
ど
総
合
計
画
の
主
要

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
反
映
し
て

い
ま
す

一
般
会
計
４
１
９
億
９
２
０
０
万
円

　
　

　　行革王子です。
　みなさんの税金を
むだにしないよう事
務のあり方や事業を
見直して「しあわせ
大国つやま」の実
現に向けて進んで
　いきます。

歳　

入

歳　

出

民生費
お年寄りや乳幼児、障
害者などの福祉、生活
保護、災害救助など

公債費
市の借入金の返済

土木費
道路や橋、公園、住宅
整備など

教育費
幼稚園や小・中学校の
教育、社会教育、芸術
文化・スポーツの振興
など

衛生費
各種健康診断や救急医
療対策、ごみ処理など

総務費
税務、戸籍、選挙など
の事務や市役所の管理
など

農林水産業費
農林水産業の振興・農
道・林道・ため池の整
備など

消防費
津山圏域消防組合の負
担金や消防団の機庫、
車両、防災対策など

商工費
商工業や交通、観光の
振興など

議会費
市議会の運営

その他
労働費、災害復旧費、
諸支出金、予備費

4億444万円（1.0%）

6億1,783万円（1.5%）

4億1,099万円（1.0%）

市税
市民税、固定資産税、
都市計画税、軽自動車
税など

分担金及び負担金
市が行う事業で特定の
利益を受ける人などか
ら徴収するお金

使用料及び手数料
市の施設使用料や住民
票、各種証明書などの
交付手数料

諸収入ほか
どの費目にも含まれな
い他の収入

地方交付税
全国の自治体が同水準
の行政を進められるよ
う、財政運営の均衡を
取るために国から交付
されるお金

市債
国や金融機関から借り
入れるお金

国庫支出金
国が認めた特定の事務
事業の実施にあたって
国から交付されるお金

県支出金
県が認めた特定の事務
事業の実施にあたって
県から交付されるお金

地方譲与税
国が徴収した税金から
一定の基準に従い譲与
されるお金

利子割交付金ほか
県が徴収した利子に掛かる税金の中から交付されるお金

6億3,000万円（1.5%）

9億2,737万円（2.2%）

7億5,833万円（1.8%）

※数値は四捨五入表示のため、計が合わない場合があります

　　一般会計
　　４１９億９,２００万円
　良い国（9が2個）つくろう予算だよ！
　「しあわせ大国 つやま」を目指すんだ！

よ　　 くに

みんなのお金は
大切に使わないとね！

人件費　職員や特別職の給与、議員・各種委員会委員の報
　　　　酬など
扶助費　生活保護費や児童手当、医療費などに使うお金
公債費　道路や公共施設などの整備のため借り入れた市債
　　　　の返済に充てるお金
繰出金　国民健康保険や下水道事業などの特別会計へ繰り
　　　　出すお金
普通建設事業費　道路や橋、学校、公園などの建設・整備
　　　　に使うお金
物件費　業務委託料や使用料など物品調達に使うお金 
補助費等　各事業や団体への補助金や負担金に使うお金 
維持補修費　市の施設などの補修に使うお金
その他　投資及び出資金、貸付金、災害復旧費、積立金

用語の説明

一般会計　福祉や教育、道路整備やごみ処理など基本
　　　的な市の事業を行う会計
特別会計　特定の事業を行うために特定の収入をその
　　　支出に充てるため、経理を独立して設ける会計
財産区会計　山林などを所有し、その管理や処分を目
　　　的とした特別な地方公共団体の会計
水道事業会計　水道事業から得られる収入で浄水や給
　　　水などの費用を賄う独立採算制の企業会計
工業用水道事業会計　久米産業団地に立地する工場へ
　　　の給水事業の企業会計

用語の説明

平成19年度予算は

市民１人当たり※

77万9,655円

※110,937人（3月1日現在）で計算

特別会計　　　　　　　　　381億8,753万円
　　　磯野計記念奨学金　　　　　　　158万円
　　　食肉処理センター　　　　　  2億968万円
　　　国民健康保険　　　　　   108億3,471万円
　　　公共用地取得事業      4億8,650万円
　　　下水道事業　　　　　　 　61億1,800万円
　　　農業集落排水事業　　　　　2億7,285万円
　　　老人保健 　　　　　　　　122億4,998万円
　　　全本明正奨学金　　　　 　　　1,271万円
　　　介護保険　　　　　　　　　74億801万円
　　　簡易水道事業　　　　　　　5億8,305万円
　　　土地取得造成事業　　 　　　　1,045万円
財産区会計　　　　　　          　　1,732万円
水道事業会計　           　　　60億7,533万円
工業用水道事業会計　　    　　2億2,040万円

そのほかの会計そのほかの会計

平成19年度当初予算平成19年度当初予算

前
年
比
14
億
５
千
万
円
減

■性質別歳出を見てみると…
維持補修費
　2億8,741万円 （0.7%）
その他
　3億7,664万円（0.9%）

人件費
77億8,328万円
　　　　（18.5%）

　　　　扶助費
　69億8,718万円
　　　（16.6%）

　公債費
64億5,392万円
　　　（15.4%）

　　　　繰出金
　54億5,025万円
　　　（13.0%）

普通建設事業費
52億9,326万円
（12.6%）

　　　物件費
48億1,559万円
　　　（11.5%）

　　補助費等
45億4,447万円
　　（10.8%）

16億8,670万円（4.0%）

18億1,478万円（4.3%）
17億2,722万円（4.1%）

37億7,716万円
（9.0%）

41億3,349万円
（9.8%）

55億7,580万円
（13.3%）

56億6,776万円
（13.5%）

64億3,429万円
（15.3%）

114億2,826万円
（27.2%）

38億2,813万円
（9.1%）

27億8,107万円
（6.6%）

46億380万円
（11.0%）

109億6,000万円
（26.1%）

135億40万円
（32.2%）


